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【基本方針】

行政と福祉専門職等が連携し、要支援者の身体等の状況や地
域の実情を踏まえて、避難方法を検討し、個別避難シートを作
成します。

○はじめに

【災害の種別】

災害の種別によって適切な避難支援のあり方は変わります。
そこで、災害の種別ごとに、具体的な避難支援の方法や手段を
検討し、災害事象やリスクに応じた個別避難シートを作成して
いきます。

堺市（作成主体）
避難行動要支援者や避難支援者を
支える福祉専門職等との連携により、
行政が「個別避難シート」を作成。

介護支援
専門員

地域包括
支援センター

福祉事業者

避難支援者
（同居家族等）

避難行動
要支援者

障害者基幹
相談支援センター

地域の事業所・
関係機関等

介護支援
専門員協会

相談支援
専門員
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 予測が困難で避難の時
間的余裕がない災害

南海トラフ地震等

 一定の状況予測が可能
で、避難の時間的余裕
がある災害

風水害(洪水、土砂災害等)



○ことばの説明

【避難行動要支援者とは】

避難行動要支援者とは、災害時に自ら避難することが困
難な方で、その円滑かつ迅速な避難を確保するため、特に
支援を要する方のことをいいます。
堺市では生活の基盤が自宅にある方のうち、次の（１）

～（７）に該当する方を対象に、避難行動要支援者の状況
を把握するための調査を毎年実施しています。（堺市地域
防災計画に規定）

（１）身体障害者手帳１・２級（ただし、免疫障害を除く）
（２）療育手帳A

（３）精神障害保健福祉手帳１級かつ独居
（４）要介護３以上の要介護認定
（５）世帯全員が７０歳以上（独居含む）

かつ要支援者１・２又は要介護１・２
（６）緊急通報装置（高齢者・障害者）の登録
（７）特定医療費（指定難病）認定者

【避難行動要支援者一覧表】

上記の表の（１）～（７）に該当する避難行動要支援者
の中で、行政や地域の支援者の方々に情報提供することに
同意していただいた方を登載した名簿です。同意された場
合に共有される情報は以下のとおりです。

①住所 ②氏名 ③年齢 ④性別
⑤身体の状況（歩行・会話・食事・排泄について）
⑥避難手段 ⑦地域の方に特に伝えておきたいこと
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○ことばの説明

【個別避難シートとは】

避難行動要支援者が災害時に安全に避難することができ
るよう、本人の基本情報や緊急時の連絡方法、避難場所、
避難経路、避難支援者などの必要事項をまとめたものが、
個別避難シートです。
作成した個別避難シートは、実際に災害が起こった際の

避難支援活動に役立つように、行政・避難行動要支援者・
避難支援者等で共有します。

【避難支援者とは】

避難支援者とは、災害時に実際に避難行動要支援者への
避難情報の伝達や避難所への避難支援を行っていただく方
のことです。（同居家族、近隣住民等）
※堺市において、避難支援者向けの保険に加入しています。

【避難支援等関係者とは】

災害時に、要支援者を支援することの同意が事前に得ら
れた関係者のことをいいます。（行政、福祉専門職、避難
支援者等）

４



○取組の流れ

５

① 個別避難シートを作成する避難行動要支援者の候補者を

選定。（堺市）

② 避難行動要支援者へ個別避難シートの説明。

作成に関する同意をいただき、事前アセスメント

（状況の聞き取り等）を実施。

③ 個別避難シートの作成に向けた各種調整を実施。

（避難支援者、福祉専門職、協力事業所等）

④ 避難支援等関係者（行政、福祉専門職、避難支援者等）

で、避難方法を協議して、個別避難シート案の作成。

⑤ 避難支援等関係者による避難の練習を実施。

個別避難シート案の検証・見直しを行い、完成。

⑥ 個別避難シートを共有。

（【原本】堺市・【副本】避難行動要支援者・避難支援者）

※個別避難シートを作成した旨を避難行動要支援者一覧表に記載

⑦ 作成課題の検証・改善



① 候補者の選定
② 事前アセスメントの実施

個別避難シートの作成同意があった避難行動要支援者
に対して、事前説明・事前アセスメント（状況の聞き取
り等）を行います。

【手順】

（１）個別避難シートを作成する候補者の選定
・堺市が、選定した候補者に作成の意思を確認します。
・選定した候補者の支援に関わる福祉専門職（事業所
等）に、個別避難シートの作成を書面で依頼します。

（２）選定した候補者への説明と事前アセスメントの実施
・福祉専門職が、個別避難シートの説明を行います。
※災害発生時は、避難支援者も被災している可能
性がありますので、個別避難シートの作成により、
必ず避難支援を受けられるわけではないことも併
せて伝える必要があります。

・個別避難シートに記載する情報を行政、福祉専門職、
避難支援者等に共有することについて説明し、同意
を得ます。

・避難行動要支援者本人の自力で行動が可能な範囲や
近隣住民との人間関係等を聞き取ります。

（３）避難支援方法や避難支援者についての検討
・具体的な避難支援方法や避難支援者について、避難
支援等関係者で検討することを伝えます。

６

○取組の流れ



③④ 各種調整・個別避難シート(案)の作成

避難行動要支援者・避難支援等関係者と相談・調整を行いなが
ら、個別避難シートに記載する各項目の内容を検討して、個別避
難シート（案）を作成します。

【手順】

（１）日程調整と個別避難シート（案）の作成
・福祉専門職が、避難行動要支援者を訪問する日程を調整
し、個別避難シート（案）の作成を行います。

※訪問は必要に応じて、避難支援等関係者（地域包括支援
センター／障害者基幹相談支援センター／協力事業所
等）と実施してください。

※行政（堺市）の同行訪問が必要な場合は、別途ご相談く
ださい。

（２）避難場所・避難経路の確認（災害の種別ごと）
確認は次の方法により行ってください。
・堺市e-地図帳（利用方法は１８ページを参照）
・区別防災マップ（市ホームページに掲載又は区役所市政
情報コーナーに配架）

・区役所防災担当、または、危機管理室防災課
（問合先は裏表紙を参照）

（３）避難支援者（候補者）の検討
・避難行動要支援者の意向も踏まえて避難支援者について
検討、要請します。

（４）避難支援者の決定
・候補者に個別避難シート（案）の内容及び情報を共有
することについて説明し、了承を得たうえで、避難支
援者を決定します。

７

○取組の流れ



（５）安全で効率的な避難支援・避難経路の選定を行います。
・避難時の移動手段等を想定し、道幅・起伏等も
考慮します。

・在宅避難等を含めた避難支援を検討します。

（６）個別状況に応じた避難支援方法を検討します。
・必要に応じて、地域包括支援センターや障害者基幹相談
支援センターなどの関係機関とも相談して、避難行動要
支援者の個別の状況に応じた最適な避難支援の方法を検
討します。

８

○取組の流れ

★安全で効率的な避難支援/避難経路
避難行動要支援者の身体等の状況に応じて、避難に伴

うリスクが最小限になるように避難経路等を検討します。

「避難所への移動にリスクがある場合」
（例）一時的に被害を避けるために垂直避難を行う

「避難所まで距離がある場合」
（例）近隣の津波避難ビルへ避難する

※垂直避難とは
急激な降雨や浸水で屋外での歩行等が困難になった場
合に、建物の倒壊の危険がなければ、自宅や隣接建物
のできるだけ丈夫で高い建物の３階以上へ緊急的に一
時避難するという避難手段です。

避難支援者には、本人やその家族の安全確保が最優先であ
ること、避難支援ができない場合において、責任が伴うも
のではないことを伝えて下さい。



⑤ 避難の練習を実施、個別避難シートの完成

○取組の流れ

実際に避難の練習等を行うことで、実行するうえでの
課題を洗い出します。
それを踏まえて個別避難シート（案）へ加筆・修正を行い、

個別避難シートを完成させます。

・避難練習の実施は必須ではありませんが、可能な限り
実施してください。

・個別避難シート（案）が作成できましたら、堺市に提出し
内容の確認を受けてください。確認後、市より福祉専門職に
ご連絡しますので、作成した個別避難シート（案）により避
難行動要支援者に内容を説明してください。

・避難行動要支援者が個別避難シート（案）の内容に同意する
場合は、同意欄に署名をしていただいてください。
（代理署名可）

⑥⑦個別避難シートの共有、作成課題の
検証・改善

完成した個別避難シートを、行政・避難行動要支援者・避難支
援者等に共有します。
また、個別避難シート作成後に出てきた課題の検証や改善を

行っていきます。

・個別避難シートの原本は堺市に提出してください。
また、避難行動要支援者、避難支援者、福祉専門職、計画
作成に関係した地域包括支援センター、障害者基幹相談支
援センター等に副本を共有してください。

・個別避難シートの避難先に介護保険施設のショートステイ
を位置付けた場合は、対象の施設に個別避難シートの副本
を共有してください。（２２ページ「災害発生時における要
介護者等への対応基準」参照）

９



○注意事項

避難行動要支援者一覧表及び個別避難シートの取扱いは
次のとおりです。

（１）避難行動要支援者一覧表の取扱い
避難行動要支援者一覧表への登録に同意された方の

情報を以下の方々と共有します。
【提供先】
・自治連合会長（校区により町会長まで提供）
・校区福祉委員長
・自主防災組織責任者
・民生委員・児童委員
・消防

※一覧表については、本市及び地域で適正に管理し、
日頃の見守りや安否確認など、地域の支援体制の構
築に関わる目的以外には使用しません。

（２）個別避難シートの取扱い
【共有先】
（原本）堺市
（副本）避難行動要支援者・避難支援者・福祉専門職等

※個別避難シートの保管にあたっては、避難行動要支援
者が同意した人以外は閲覧できないように厳重な情報
管理を行います。

１０

※災害が実際に発生する、またはその可能性が高い場合
には、避難行動要支援者の安全を確保するために、避
難支援に必要な範囲内で、堺市から関係者に個別避難
シートに記載された情報を提供することがあります。



○個別避難シート（記入例）（1枚目表）

１１

（ )

備考 （記入例）避難行動要支援者のための個別避難シート【避難場所・避難経路】の記入例を参照し、記載してください。

②

避難場所 避難手段

（記入例）避難行動要支援者のための個別避難シート【避難場所・避難経路】の
記入例を参照し、記載してください。

携行医薬品
・血圧を下げる薬（１日１錠）※（お薬手帳のコピーを用意）

※最新のお薬手帳の内容を確認する。

避
　
難
　
方
　
法
　
・
　
避
　
難
　
経
　
路

①

避難場所 避難手段

（記入例）避難行動要支援者のための個別避難シート【避難場所・避難経路】の
記入例を参照し、記載してください。

避難誘導時
の留意事項 移動・移乗が1人でできず、妻も要介護度１であり、本人を

１人では移動させることができないため、支援が必要。

6級
（障害の種類・等級）

聴覚障害6級要支援
情報

介 護 認 定 要介護４ 障 害 支 援 区 分

障 害 者 手 帳

そ の 他 留 意 事 項
（ 指 定 難 病 等 ）

緊急時の情
報伝達方法

・左耳が聞き取りにくいため、話をするときは右側から声掛けを行う。
・本人も妻も警報に気づかない可能性がある為、玄関の扉を開けて声掛けが必要

住 所 堺市△区〇〇-×××

連 絡 先
（ 携 帯 電 話 等 ）

090-XXXX-OOOO FAX 072-XXX-OOOO

避難行動要支援者のための個別避難シート

基礎情報

（ フ リ ガ ナ ） サカイ　タロウ

氏 名 堺　太郎

生 年 月 日 1950年11月23日 性別 男

E-mail

家族構成
同居情報等

・妻（８０歳）要介護度１と二人暮らし
・子は▲▲市在住

立つことや歩行ができない

音が聞こえない（聞こえにくい）

ものが見えない（見えにくい）

医療機器等を装着・使用している

その他

身体障害者手帳

療育手帳

精神保健福祉手帳



○個別避難シート（記入例）（1枚目裏）

１２

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（確認事項）

上記の確認事項について、同意します。

※避難行動要支援者ご本人がご記入ください。ご本人が記入しない場合は、代理署名をお願いします。

住 所 堺市△区OO-OOO

連 絡 先 080-XXXX-OOOO FAX 072-XXX-OOOO

家族等
緊急

連絡先

①

（ フ リ ガ ナ ） サカイ　ハナコ
関 係 妹

氏 名 堺　花子

住 所 ▲▲市XX-XXXX

連 絡 先 070-XXXX-OOOO FAX

E-mail hanako_sakai@OOO

（ フ リ ガ ナ ） サカイ　イチロウ
関 係 子

氏 名 堺　一郎

E-mail ichiro_sakai@OOO

↓家族等緊急連絡先で避難支援者として登録された方以外の避難支援者をご記入ください。

避　難
支援者

※家族等緊急連

絡先で避難支援
者として登録され

た方以外

①

（ フ リ ガ ナ ） チク　ジロウ
関 係 近隣住民

②

②

（ フ リ ガ ナ ） ○○○カイゴシエンジギョウショ
関 係 居宅介護支援事業所

氏 名 ○○○介護支援事業所

住 所

氏 名 地区　二郎

住 所 堺市△区XXX-XOXO

連 絡 先 090-XXXX-OOOO FAX 072-XXX-OOOO

堺市○区△△-×××

連 絡 先 072-XXX-XXXX FAX 072-XXX-XXXX

E-mail kaigoshien@〇〇〇

E-mail jiro_chiku@OOO

FAX

E-mail

以下の（確認事項）を避難支援者となる方ご本人がご確認ください。

③

（ フ リ ガ ナ ）

関 係
氏 名

住 所

連 絡 先

（1） この個別避難シートの作成後は、平常時から避難支援等関係者に個別避難シートの情報を提供します。
（2） 避難支援者やその家族などの安全が前提のため、同意によって、災害時の避難行動の支援が必ずなされることを

保証するものではなく、避難行動要支援者の災害時の避難行動について、避難支援者などの関係者は、法的な
責任や義務を負うものではありません。

年 月 日 氏名

代理署名 （本人との関係）

避難支援者として登録する

避難支援者として登録する

避難支援者として登録しない

避難支援者として登録しない



○個別避難シート（記入例）（2枚目表）

１３

■個別避難計画作成者

■事業所一覧
○居宅介護支援事業所

○相談支援事業者

○サービス提供事業所

事 業 所 名 ○○○介護支援事業所
避難行動要支援者

と  　の  　関　  係
ケアマネジャー

住 所 堺市○区△△-×××

事 業 所 名 ○○○介護支援事業所 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

080-XXXX-OOOO

住 所 堺市○区△△-×××

氏 名 ○○　　○○ 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

080-XXXX-OOOO

E-mail kaigoshien@〇〇〇 FAX 072-XXX-XXXX

住 所 堺市△区○○‐×××

相 談 支 援 専 門 員
氏 名

△△　　△△ FAX 072-XXX-XXXX

介 護 支 援 専 門 員
氏 名

○○　　○○ FAX 072-XXX-XXXX

事 業 所 名 △△△相談支援センター 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

070-XXXX-XXXX

072-XXX-XXXX

②

事 業 所 名 ○△×居宅介護 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

070-XXXX-XXXX

住 所 堺市○区××‐△△△

サービス種別 居宅介護支援

①

事 業 所 名 ○△×デイサービス 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

080-XXXX-XXXX

住 所 堺市△区○○‐×××

サービス種別 短期入所生活介護（ショートステイ） FAX

FAX

③

事 業 所 名 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

住 所

サービス種別 FAX

④

事 業 所 名 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

住 所

サービス種別 FAX

⑤

事 業 所 名 連 絡 先
（ 携帯 電話 等）

住 所

サービス種別 FAX



○個別避難シート「避難場所・避難経路」の記入例

１４

記入例①

記入例②

記入例③

記入例④

○台風・大雨による洪水・高潮等の風水害の場合

経

路

避難場所

経

路

避難場所 特別養護老人ホーム●● 避難手段 送迎車（又は、自家用車）

【洪水・高潮等（土砂災害含む）の風水害の場合】

・天気予報等で風水害が予測される場合は、事前に緊急ショートステイ（特養等の名称）を

　利用し、安全を確保する。

　⇒利用の際は、担当ケアマネジャーに調整を行ってもらう。

自宅 避難手段 備蓄計画

【洪水・高潮等（土砂災害含む）の風水害の場合】

・自宅避難に備え、１週間分の備蓄計画の実施。

　【水（1日3ℓ）・食料・オムツ・（その他要支援者に必要なもの）】

避難場所・避難経路の記入例

経

路

避難場所 妹（氏名）の自宅 避難手段 介護タクシー

【洪水・高潮等（土砂災害含む）の風水害の場合】

・天気予報等で風水害が予測される場合は、事前に妹（氏名）の自宅（住所）に避難する。

経

路

避難場所 ●●小学校 避難手段 車いす（介助）

【洪水・高潮等（土砂災害含む）の風水害の場合】

・高齢者等避難が発令された場合、家族の車いす介助により、避難所●●小学校へ避難する。

　⇒避難に備え、非常持ち出し品の準備を実施。

・長期化する場合は担当ケアマネジャーに緊急ショートステイの利用調整を行ってもらう。



○個別避難シート「避難場所・避難経路」の記入例

１５

記入例⑤

記入例⑥

○備考欄

備考

・(ベッド周辺・玄関までの通路等）棚、タンス等を突っ張り棒等で固定対策を実施する。

・窓ガラスに飛散防止フィルムを貼る。

・テレビ、堺市ライン、緊急速報メール（携帯事業者経由）により情報収集を実施する。

・避難に備え、非常持ち出し品の準備を実施する。

経

路

避難場所
自宅マンション（団地）●階

又は、上階へ
避難手段 備蓄計画

【地震（津波含む）の場合】

・建物が倒壊していない場合は自宅マンション（団地）●階で自宅避難する。

　（※低層階の場合は、上階へ垂直避難）

　⇒避難に備え１週間分の備蓄計画の実施。

　　【水（1日3ℓ）・食料・オムツ・（その他要支援者に必要なもの）】

・継続して自宅避難が困難な場合⇒担当ケアマネジャーに緊急ショートステイの利用調整

　を行ってもらう。

○地震の場合

経

路

避難場所 ●●小学校 避難手段 車いす（介助）

【地震（津波含む）の場合】

・家族の車いす介助により、避難所●●小学校へ避難する。

　⇒避難に備え、非常持ち出し品の準備を実施。

・長期化する場合は●●病院へ受入れ相談をする。



○「避難場所・避難経路」の検討について

１６

〇風水害時における避難のタイミングについて

・事前に天気予報等で被害が想定される場合は、事前避難を行
うなど計画的な避難を検討してください。

・市が「警戒レベル３ 高齢者等避難」を発令した場合は、高
齢者・障害者などの避難に時間を要する方は危険な場所から
避難を行う計画を検討してください。

〇津波警報・大津波警報発令時の避難について

・JR阪和線を目標に東の高い所（津波ハザードマップにある
「津波注意ライン」より東側）へ避難する計画を検討してく
ださい。

・逃げ遅れた場合や遠くまで逃げることが困難な場合は、津波
避難ビルなど高い所への避難を検討してください。

・地震による「津波警報・大津波警報」が発令された場合（津
波による危険がある場合）、堺区・西区の一部の指定避難所
は津波避難ビルとなります。
※津波の危険がある間は、市職員は避難所の開設に向かいま
せん。

※指定避難所については、「指定避難所・避難場所一覧」を
確認してください。

「津波避難ビル」

高台に逃げることが困難な場合の緊急一時避難場所
として、頑丈で耐震性の基準を満たし、3階以上の高さ
のある建物を津波避難ビルに指定しています。外から
わかるように、入口付近などにプレート（右図）を掲
げていますので、ハザードマップなどで事前に確認し
てください。

〇災害リスクと避難行動の確認事項

・災害時の避難行動を検討する際は、「災害リスクと避難行
動の確認事項」（１７ページ参照）を利用してください。



○（参考）災害リスクと避難行動の確認事項

１７

土砂
　【土砂災害警戒区域（自宅近隣）】
　□　あり
　□　なし

災害リスクと避難行動の確認事項

（１）　災害リスクの確認
　災害リスクを検討する際は、居住地の区版ハザードマップを参照し確認してください。

洪水
　□　あり　（予想浸水高さ　　　  　　　　　　　   )
　□　なし

【予想浸水3m未満の場合】
　建物２階以上で安全確保可能。

高潮
（台風）

　□　あり　（予想浸水高さ　　　　　　　　　　     )
　□　なし

津波
（地震）

　□　あり　（予想浸水高さ　　　　　　　　　　     )
　□　なし

【予想浸水3m未満の場合】
　コンクリート造の建物３階以上で安全確保可能。

地震
　【直下型地震（上町断層帯地震）で市内最大予想震度７】
　□自宅の地震対策をすすめる。

□　医療機器の電源の確保や停電対策

（２）　避難先の確認

　【地震】　堺市に津波警報・大津波警報が発表されたとき

　【風水害（洪水・高潮・土砂災害）】
　・居住地域に「高齢者等避難」又は、「避難指示」が発令されたとき。
　・注意！　ハザードマップに赤いマークで示されている避難所は、「地震時のみ開設」となります。

□　自宅避難
　・自宅で安全確保ができる場合

□　自宅以外で避難
　・次の優先順位で検討する。

　①浸水予想地域外にある避難先 （避難所に限らない）

　②浸水予想地域内にある避難所

□　浸水予想地域外にある避難先
 　・親族・知人宅、ホテル、施設等へ事前避難

□　浸水予想地域内にある避難所

□　避難所以外
　・親族、知人宅、ホテル等

□　水平避難の場合
     （なんらかの手段で移動が可能な場合）
　・津波注意地域（津波ハザードマップの水色の線）より東側へ
　　移動する。

　・建物が崩れて、通れないような経路は避ける。

□　避難所

□　避難所以外
　・津波避難ビル、親族、知人宅等

□　垂直避難の場合
　・水平避難が難しく、高い建物で安全確保をする場合。

　・エレベーターが無い場合、階段を昇ることが可能か検討する。

□　自宅避難
　・マンションなどで安全確保が可能な場合

④その他

□　食料、飲料、トイレ対策品などの備蓄（区別防災マップ　13·14ページ）

□　お薬手帳は準備



○堺市e-地図帳の利用方法

１８

① インターネットで「堺市e-地図帳」
を検索

②「堺市e-地図帳」より【ハザードマップ】
    を選択



○堺市e-地図帳の利用方法

１９

③【ハザードマップ】の利用条件等を
確認し「同意する」をクリック

※下までスクロールし、利用条件等を

確認してくだいさい。



○堺市e-地図帳の利用方法

２０

④ 避難行動要支援者の住所を入力
または住所一覧から検索

⑤ ハザードマップの表示切替より、災害
種別ごとの災害想定を確認してください。
〇洪水浸水想定（大和川・石津川・西除川・東除川）
〇土砂災害情報
〇津波浸水想定

          〇高潮浸水想定 等

④で検索した住所
地が表示されます

縮尺の変更可能



２１

○個別避難シート作成謝礼

〇市より作成を依頼した個別避難シートについて、次のとおり
謝礼金をお支払いします。

個別避難シート１件につき、７，０００円

・支払いには「口座振替依頼書兼受領委任書」の提出が必要
です。

・謝礼金の支払先は、以下のどちらかです。
－個別避難シートを作成した福祉専門職が所属する事業所等
－福祉専門職（個人）

※「口座振替依頼書兼受領委任書」の記入例（下記を参照）



○災害発生時における要介護者等への対応基準

２２

個別避難計画に介護保険施設（ショートステイ）を避難先

として位置付けている場合で、市が高齢者等避難を発令した際
は、定員超過利用について認める取扱を行います。

取扱の詳細は、堺市ホームページに掲載している「災害発生時
における要介護者等への対応基準」を確認してください。

（１）取扱基準（抜粋）
・個別避難計画に介護保険施設（ショートステイ）
の利用を位置づけ、施設とマッチングが行えて
いる場合

・市が避難情報「警戒レベル３高齢者等避難」を
発令した場合

（２）注意事項
         ・個別避難シートを作成する際に、介護保険施設
             とショートステイの利用について相談し、計画
             に位置付けてください。

・計画作成後は【副本】を施設と共有してくださ
い。

・本市において災害救助法の適用がある場合は、
国通知等の運用となります。

〇（参考）掲載場所
トップページ ＞ 健康・福祉 ＞ 福祉・介護 ＞ 高齢者福祉 ＞
事業者向け情報 ＞ 介護事業 ＞ 堺市からの通知文（介護保険課） ＞
災害発生時における要介護者等への対応基準の制定について（通知）



【問い合わせ先】

〒590-0078 堺市堺区南瓦町３番１号 堺市役所

〇避難行動要支援者の取組については
■健康福祉局 生活福祉部 地域共生推進課（堺市役所本館7階）
（電話）072－228-0375

〇各区の防災活動に関する相談及び支援並びに防災意識の啓発
については
■堺区役所 自治推進課（堺市役所本館３階）
（電話）072－228－7082

■中区役所（3階・中区深井沢町2470番地7）
自治推進課 （電話）072－270－8154

■東区役所（3階・東区日置荘原寺町195番地1）
自治推進課 （電話）072－287－8122

■西区役所（4階・西区鳳東町6丁600番地）
自治推進課 （電話）072－275－1902

■南区役所（3階・南区桃山台1丁1番1号）
自治推進課 （電話）072－290－1803

■北区役所（2階・北区新金岡町5丁1番4号）
自治推進課 （電話）072－258－6779

■美原区役所（4階・美原区黒山167番地1）
自治推進課 （電話）072－363－9312

■危機管理室 防災課（堺市役所本館３階）
（電話）072－228－7605
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